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「今年もサンショウオ調査が終わりました」 

本年８年目となる、南山の区画整理事業・自然保護区域におけるトウ

キョウサンショウウオ調査が終わった。 

「南山の自然を守り育てる会」からは、桜井、梁川、木場と延べ３人が

参加した。昨年とほぼ同様、３月１１日から７月２２日まで９回、調査を行う

コンサルタント会社に同行した。 

 調査結果について、まず多くの卵を孕んだゼリー状の「卵のう」は最

大数（4 月 22 日）では、2 か所ある仮設池の東池に 18 片、西池に 25 片

が見られた。その日までに孵化した卵も含めると更に多く産まれたと考え

られる。また幼生も最大数で東池 22 個体、西池 82 個体（6 月 10 日）を

数え、7 月以後外鰓の見えなくなった個体も見られたので上陸も成功し

たと考えられる。 

 トウキョウサンショウウオは、東京に限らず関東を中心に広く分布す

る両生類。成体は雑木林など陸上で暮らすが、卵から幼生の生息に適し

た綺麗な水と、移動に適した水辺環境は繁殖に欠かせない。かつては多

くの場所に生息していたが、田んぼや小川など綺麗な水が留まる場所や

良い環境が減少するにつれ、数を減らしてきた。 

 近年は分布域も分断され、八王子から西の都下や、三浦半島、房総

半島などの限られた場所になってきた。南山は近隣に生息地もなく希少

な場所であり、謎も残る（人為的移動との説もある）。しかしいずれにしろ、

この南山にサンショウウオが生息できる豊かな環境がある事に変わりは

ない。それを保つ活動には大きな意義がある。 

この南山の N 谷戸で、この地域ではきわめて珍しいトウキョウサンショウウオの生息が確認されて以後、

そうした環境を守ろうと「南山の自然を守る会（当時）」と区画整理準備組合等の間で折衝が繰り返された。

その中で、生息地の谷戸が埋め立て予定と聞いた会では、工事を回避すべく様々な対案を議論した。そ

れでも、崩落の危険のある砂質の谷戸の補強工事計画は覆すことは出来ず、やむなくこのサンショウウオ

の移植計画を手伝うことになった。丘の上の自然公園予定地内に作られた仮設の池に、元の生息地から

卵のうを移植して、成体となるまで観察する作業への協力。それはある

意味、生息地消失を容認して行う苦渋の活動だった。 

今年は遂に、自生のサンショウウオの生育していた N 谷戸にも工事の

鍬が入り、自生の生息環境は消滅した。そのため、この南山のトウキョ

ウサンショウウオはこの仮設池で命脈を保つのみとなる。それだけに、

この現在仮設池であるこの移植地点の環境を今後どうするかが課題と

なる。水源としては現在区画整理組合による給水が行われているが、

将来は水道など人工的な施設も必要となるのか、ヒトの手による管理を

どのように行うか。どのように自然に近い環境を保つのか。課題はいくら

でもある。（桜井）
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成体（主に肺と皮膚で呼吸） 

卵のう（卵のかたまり） 

亜成体（成体になる直前の幼体） 
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竹林と後方の開発された住宅地 

自
然
観
察
会
と
竹
の
子
掘
り 

 

当
会
の
活
動
に
賛
同
し
、
毎
年
、
寄

付
を
し
て
く
れ
て
い
る
「端
数
倶
楽

部
」と
共
同
で
、
四
月
二
九
日
の
祝
日

に
、
南
山
に
あ
る
竹
林
で
自
然
観
察

会
と
竹
の
子
掘
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
例
年
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

家
族
連
れ
の
参
加
者
と

一
緒
に
南
山

の
自
然
と
竹
の
子
掘
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

 

南
山
の
自
然
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
現

地
に
生
息
す
る
オ
オ
タ
カ
や
ト
ウ
キ

ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
解
説
が
あ

り
、
間
近
ま
で
迫
っ
て
い
る
宅
地
造
成

の
中
で
こ
れ
ら
の
生
物
を
保
護
し
て

い
る
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
竹

の
子
掘
り
で
す
。
小
さ
い
お
子
さ
ん

が
家
庭
用
の
ス
コ
ッ
プ
で
掘
っ
た
り
、

お
父
さ
ん
が
竹
の
子
掘
り
専
用
の
ク

ワ
で
根
元
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
り
と

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
、
竹
の
子
を
収

穫
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

竹
林
は
、
竹
の
子
掘
り
の
前
に
当

会
の
有
志
が
古
い
竹
や
曲
が
っ
た
竹

を
伐
採
し
、
風
通
し
を
良
く
し
、
葉
っ

ぱ
に
十
分
な
日
光
を
当
て
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
無
事

に
竹
の
子
が
育
っ
て
、
参
加
者
と
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

端
数
倶
楽
部
は
、
そ
の
趣
旨
に
賛

同
す
る
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
で
働
く

人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
給
料
と
各
期
の
賞
与
の
『
端

数
』
（
一
〇
〇
円
未
満
の
金
額
）
に
個

人
の
自
由
な
意
思
（
一
口

一
〇
〇
円

×
ｎ
）
を
プ
ラ
ス
し
拠
出
し
て
も
ら

い
、
会
員
が
必
要
と
考
え
る
分
野/

テ

ー
マ
で
、
そ
の
資
金
を
有
効
に
役
立
て

る
よ
う
に
会
員
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。(

小
部) 

私
の
住
ん
で
い
る
押
立
は
縦
横
に
多

摩
川
か
ら
の
水
路
や
小
川
が
な
が
れ
て

い
ま
す
。
孫
が
遊
び
に
来
た
の
で
近
く
の

図
書
館
ま
で
歩
い
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
い
つ
も
は
自
転
車
で
さ
っ
と
通
り
す

ぎ
て
し
ま
う
道
で
す
。 

イ
チ
ョ
ウ
並
木
通
り
の
歩
道
を
い
く
と

川
辺
に
柑
橘
の
木
が
あ
る
小
川
に
さ
し

か
か
り
ま
し
た
。
す
る
と
円
状
の
波
紋
が

次
々
と
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
何
だ
ろ
う
と

思
っ
て
み
る
と
柑
橘
の
木
か
ら
二
羽
の
カ

ワ
セ
ミ
が
瑠
璃
色
の
羽
根
を
輝
か
せ
な

が
ら
小
川
に
飛
び
こ
ん
で
は
ま
た
飛
び

あ
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
住
宅
が
立
ち
並

び
、
数
メ
ー
ト
ル
先
に
は
四
車
線
の
広
い

道
路
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
魚
を

と
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
ば
ら
く
眺
め
て

い
ま
し
た
が
小
魚
を
求
め
て
か
ど
ん
ど

ん
遠
く
の
ほ
う
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

（木
場
） 

[フリー写真] 水しぶきを上げて
飛び立つカワセミより 

雑記帳 

普段、何かと忙しくて会活動にあまり参画できない！！ でも少しは会に貢献したい！！ そんな会員の方はおられま

せんか？ 私たちの会報を皆さんの力でもっと充実させませんか？ 何でも結構ですので、記事の提供をお待ちしてい

ます＾＾ 広報担当 小部 

里山保全活動やオオタカ、サンショウウオの希少種調査など、 

会員として一緒に活動しませんか？ 

場所：稲城市城山体験学習館 学習室 毎月第1日曜日 13時から運営会 
入会申込先：ＮＰＯ南山の自然を守り育てる会  
事務局：梁川（やながわ）携帯090-6658-7611 
メールアドレス minamiyama@gmail.plala.or.jp 

 新会員の 

仲間募集 


